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市
で
は
、
新
成
人
を
迎
え
る
方
の
決
意
や
夢
な
ど
を
詩
や
短
文
に
し
て
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。
今
回
２
７
７
点
の
応
募
が
あ
り
、
最
優
秀
賞
４
点
、
優
秀
賞
８
点
、

佳
作
19
点
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

最
優
秀
作
品
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

問
合

生
涯
学
習
課  

☎
35-

３
１
５
５

は
た
ち
の
思
い
一
行
詩

◆郷土への思い

◆家族や友達への思い

◆自分の将来（職場や社会）への思い

◆平和への思い

「帰省するって言葉、いいね」と東京の友が言った。

そうか、私には大切な故郷があるんだな。

「私、成人したよ。」と振袖姿で笑いかける。

写真の祖母も笑った気がした。

今後の日本の技術のさらなる発展に貢献し、技術者としての

自覚もった社会人に成長できるよう努力したい。

丹生川中学校卒業生  玉
たま

田
だ

  菜
な

々
な

子
こ

さん

国府中学校卒業生  田
た

中
なか

  志
し

帆
ほ

さん

日枝中学校卒業生  後
ご

藤
とう

  佳
よし

樹
き

さん

荘川中学校卒業生  小
こ

瀨
せ

  大
や ま と

和 さん

握り拳という武力行使ではなく、握手という平和的解決がで

きる国際づくりの一員に、僕はなりたい。

高
齢
者
叙
勲

受
章
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

瑞
宝
双
光
章（
税
務
行
政
事
務
功
労
）

中な

か

島し

ま

利と

し

隆た

か

さ
ん
（88）

下
一
之
町

広
報
情
報
課  

☎
35-

３
１
３
４

問
合

平
成
30
年
第
５
回
定
例
会
が
閉
会

昆
明
市
と
の
友
好
都
市
提
携
な
ど
を
可
決

12
月
３
日
に
開
会
し
た
市
議
会
定
例
会
は
、
12

月
21
日
に
閉
会
し
ま
し
た
。
今
回
の
議
会
で
は
、

補
正
予
算
な
ど
市
長
お
よ
び
議
員
か
ら
提
出
さ
れ

た
案
件
は
次
の
と
お
り
報
告
・
可
決
・
同
意
さ
れ

ま
し
た
。

　

な
お
、
初
日
に
上
程
さ
れ
た
特
別
職
の
期
末
手

当
を
増
額
す
る
議
案
は
、
職
員
の
不
祥
事
を
受
け
、

12
月
13
日
の
本
会
議
で
議
案
の
撤
回
を
承
認
さ
れ

ま
し
た
。

　

ま
た
、
議
員
の
期
末
手
当
を
増
額
す
る
議
案
は
、

職
員
の
不
祥
事
に
つ
い
て
議
会
も
責
を
負
う
べ
き

と
し
、
否
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

最
終
日
に
は
、
議
長
よ
り
高
山
市
議
会
の
議
員

定
数
等
に
関
す
る
見
解
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

主
な
成
立
案
件

■
報
告
案
件（
１
件
）

▽
損
害
賠
償
額
の
専
決
処
分

■
条
例
案
件（
６
件
）

▽
市
長
と
副
市
長
の
給
料
を
10
分
の
１
、３
カ
月
間

　

減
額
す
る
条
例
改
正

▽
高
山
市
駐
車
施
設
附
置
条
例
の
一
部
改
正

▽
高
山
市
手
数
料
条
例
の
一
部
改
正　

ほ
か

■
事
件
案
件（
46
件
）

▽
中
国
雲
南
省
昆
明
市
と
の
友
好
都
市
提
携

▽
指
定
管
理
者
の
指
定（
１
２
９
施
設
）　

ほ
か

■
予
算
案
件（
３
件
）

▽
24
億
７
千
万
余
の
一
般
会
計
補
正
予
算　

ほ
か

■
人
事
案
件（
１
件
）

▽
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員
の
選
任

■
議
員
発
議（
２
件
）

▽
産
業
廃
棄
物
最
終
処
分
場
の
設
置
に
反
対
す
る

　

意
見
書

▽
職
員
の
綱
紀
粛
正
と
内
部
統
制
の
強
化
を
求
め

　

る
決
議　

問
合

議
会
事
務
局

　
　
　

☎
35‒

３
１
５
２　

℻  
35‒

３
１
７
０


